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	報 告 者 氏 名
	二井谷　清美

	大 会 名
	ヨーロッパ選手権

	開 催 地
	ポーランド　カミエンポモースキ

	大 会 期 間
	2010　7月2日　～　　7月10日


	開催地域の

様子
	ドイツ国境とバルト海に近い、保養の街。
街の雰囲気は落ち着いており、休暇を楽しむ幅ひろい年代の人たちが訪れていた。

大会を街のイベントとして楽しむ人たちもたくさん集まっていた。



	宿泊場所
	選手と同じ公式ホテル　ヤンターに宿泊。
レースが行われるハーバーからバスで20分ほどのところ。ここから毎日、貸切のバスでハーバーに通った。
冷房と冷蔵庫が無いところをのぞけば、日本のホテルとおなじような居心地で快適に過ごせた。


	大会のサポーターへの対応は
	小さな街での大きな大会ということなのか、多くのボランティアが大会のためにがんばっている様子がとてもよく伝わってきた。若いスタッフたちもすてきだった。関係者、ホテルの従業員、バスの運転手の方たち、たくさんの人たちにお世話になった。どの人も親切。お互い慣れない英語だったが丁寧な対応が感じのよいものだった。

	選手たちの

 コンディションは？


	目立った時差ぼけや体調不良は無かったが、到着二日目とレース中盤以降にすこし疲れた様子も。レースへの緊張や食事の量の変化は感じたが、個人差のあるものだし、2週間弱の短い期間なので、こんなものだろうと思った。

	サポーターとして気をつけたことは？


	怪我をさせないこと。体調をくずさせないこと。ほどよく、海外の環境を楽しませること。


	海外の選手を見て感じたことは？


	ヨーロッパの選手たちは、おそらく学校もお休み中で、みんなバカンスを楽しむモードに入っていたように思う。特に10歳前後の子供たちは元気いっぱいで、何をするにも屈託なく楽しそうだった。

	日本の選手を見て感じたことは？


	言葉のカベを意識してしまい、他国の選手たちと交流し始めるのに時間がかかってしまったのが残念。一緒に遊べるころには大会も終わってしまい、もうすこし早く仲良くなっていれば、いろいろな面でプラスがあるのだがと思った。緊張がとければレースでの実力も発揮しやすいし、他国の選手のレースを観察する余裕ももっとでてくるだろう。


	Spare dayの過ごし方は？


	休日は無かったが、風待ちの時間をつかって、ハーバーちかくの街をあるいてみた。歴史のある街だったので、古い建築物やヨーロッパ特有の文化もみることができた。選手たちは今はまだピンとこないと思うが、将来、歴史を勉強したときやニュースをみたとき、きっと感じるものがあると思う。


	日本チームとして

の課題


	JODA への要望でもあるが、、ナショナルチーム合宿には前年度のチームメンバーにも参加してもらい

海外レースでの実際を、選手から選手へ直接伝える機会をつくってはどうか。初めての海外遠征が

目の前に迫ってくると、いろいろと先輩に聞きたいことがでてくるのでは？

同じ立場の選手から直前に体験談を聞けば、少しは現地に慣れるのも早くなる、かもしれないので。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他

　
	今回のヨーロッパは、経験をつんだかたが一緒だったので、なにをするにも、わからないということがなく、たいへん平和に同行させてもらうことが出来ました。が、それだけに、もしも一人だったら？　経験者がいなかったら？　あまりにも大変だったろうな～としみじみ感じております・・・

	
	

	　
	

	　　　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

